
（別紙３）

～ 2026年　1月　10日

（対象者数） 54 （回答者数） 36

～ 2026年　1月　10日

（対象者数） 16 （回答者数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 実験、工作系の取組を増やしていく

2
SNS等も活用して、様々な取組活動を
今後も取り入れていく

3
気軽にお互いの意見を伝えるられる
機会を設ける

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
見学前に、打ち合わせをして簡単な内容で
見学できるようにする

2

限りあるスペースで児童が身体を
動かせる取組をさらに増やしていく
死角を減らせるようにゲートを設ける

3
別途、保護者へ連絡を取り伝えていく
職員間で伝えたい事を今まで以上に共有

○従業者評価実施期間

○事業所名 藤垂園児童スタークラブ

○保護者評価実施期間 2025年　12月　15日

○保護者評価有効回答数

2025年　12月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　2日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

日々の様子を伝えきれていない時がある
送迎時に他児童を乗せている時や、保護者
不在の場合があり、しっかり伝えきれない
時がある

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

外出時の社会見学
工場見学等、話を聞く場面が待てない場合
離脱することがある

室内の広さ・死角が多い
広さに限りがあるので、元気を持て余して
いる児童もいる
児童が見えなくなる箇所がある

個別の取組活動ができる
集中して実験、工作系の取組ができるよう
に部屋を分けて取り組んでいる

活動内容が固定化しないように工夫して
いる

運動・集団・SST・個別等を週ごとに分け
取組活動をおこなっている

職員間の関係性が良い
気づいたこと・困ったことをお互いに
話し合える関係性がある

事業所における自己評価総括表公表


